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当時、自分が影響を受けていた書き手は C・ブコウスキーの小説と吉田つとむの詩であった 時は

ざっくり二十年前 西暦2000年ちょいかな 場所は、２ちゃんねるの詩・ポエム板 自分が詩の世界に

足を踏み入れるきっかけになったインターネットの世界だ のち、２ちゃんねる詩・ポエム板アンソロジ

ーに掲載された彼の詩は ほんの数行だが当時はまだ商業詩誌の一角にいた「詩学」にも取り上げ

られた 更新はされていないが彼のブログは今も残っている 名作「サンリオピューロランドで会おうぜ」

もまだ読める ブログ https://tutomu.hatenadiary.org/entry/20030601 こちらは当時の２ちゃん

ねるの該当スレの過去ログ https://book4.5ch.net/test/read.cgi/poem/1 050931619/1 その作

品が創造的であればある程その作品を他者に説明

することは難しくなる 読んでみてほしい ドラゴンもお

姫様も出てこないが自分には随分ファンタジックでう

つる 自己の内面へ赴くファンタジー 正直、彼には負

けるなあと思う  自分のが年上だということもあり彼

は自分を慕ってくれていたが こういう場合実際、負か

してくれてありがとうとも思うのだ。 いつもニコニコとし

てやさしい人柄で、この詩群の作者だとはちょっと思

えない 彼に聞いた面白い話の一つに、詩を作る時は

鏡を目の前に置いて創作するんだそうで 自分が調

子にのった、いやな奴の顔になって言葉を綴ってい

ないか 鏡を見ながら確かめながら書 くのだそうで

ある 二人で高円寺の無力無善寺で「恐ろしい野生

動物たちの夜」という企画朗読会をしたことがあった 

２人の詩を何篇かずつ載せた冊子も配布したが、観

客の数はまばらであった また彼は、当時自分が企画

していた無力無善寺でのオープンマイクにたびたび

訪れてくれた 変わってるのは客席に背を向けて朗読するスタイルで それはシャイで照れているよう

にもみえたし、 スポットライトを浴びるようなものでもないんです、という謙虚さにも思えたし 詩を書く

時に鏡をみるみたく自己を見つめていたようにも感じられた 彼とは最後に井之頭公園前の焼き鳥

屋で飲んだ いきさつは憶えていないが二人共笑っていたと思う 彼はすっぱりと詩の世界から離れ

た 何か新しい業界で働くことを目指しているというというようなことを聞いた気がする それはうまくい

っているのかな？ 馬野ミキが思うところの日本屈指の詩人なのだが まあ、詩を書くことは、別に人

生最大の目的だともぼくも思わない だけれど時々、吉田つとむ はいま何をしているのかなって、

時々想う。 

 

 

 

 
馬野ミキ×吉田つとむによる 

朗読会にて配布された冊子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


